
甲鹿ま£隼轡月16円  

都政野 庵原通庸■原   
電見通曙事糸雑串華政策凝 鐙当密教   

l  IT還帝考権道晋るたぁの顎髭擾借孝義引こ鼻伊香漉容赦窯の喪臼芳信別澤   

我が賽感激弛泥も罵珠漁場る払底鑑紆閲紀堺在とでよく兇か≡才る「顎鹿餌鹿j塵≡つも－  

て∴一離締結餞郎睦掛摘伊東轟   

・決して瘡くない鞄ケ囁の穀触＝と甥て、隠撞綾じ曖豪簡以外紛柑準せもないⅥ   

［〟かL′、我が家も竃親亀電級も饗『で海匂，近所との閉碑も轟るの苫ここれ竃習性應   

電く電柱妾儲かせて賛た＆   

苛も、恕兼、：麗振乱買気とか竃藩主かそ郎、ゥた鼻薬㊥も卿≡艶わ覿る駿だから、  
嘲綽寒中攣廠純一蜘摘由無照酎紅顔鍼適東経心再適㌔   

頼如画縞束鱒串淘纏巫ヰ海産木轟庵麺麺痺麺示纏如   
しJ・一・十こ・：、、‾くこ卜・＼一・  
′、′廃車鶴、崩弟瞭疫適1謝虚が裁く母恋郡漂韓抒なことか竜‰恥削1鴨猟篭オ偉効で、∧   
見え怒いとこ愁でいが、ろγ枚考骨董沿で育ま怨もゝか。   

剰鱒軋毒痛撃に馴呟てい名唱常にも、澄蹄の庶瀞㈲芸凝る電粍暴こも、な脇鍔中耳   
そ毎惑噛疎も嘩がいや酢、壌？てい泰鈷′中翔、羞恵んと？㈹なくで、∴鱒浄畠融廃   

し邑；、のも蕗る名：ちをうど普く鷹野癒為をりの商姦に憮、東宮ゝ啓が諏鞠摩に襖舞怒腐切憎貰革   
労こ鱒摘ゐ皐か撃ら離′1郎㌔と思って電場〃魔煮であ塵我率㈲こ野里純毛磯琴海  

烏拉観亘綾纏碗料如薄志キ唇纏㌫   

郭牛木中鱒針串Cヰ廿里鱒細噂漁軒攣鱒嘩均鱒軸細面－こ紫曙関ジ深度し兼敏  

閤し左様か尊であ数や、こん怒号芦ル昭掛壌動機抒軒愚か軌阻尊友ぞっとす為。  
・．A愈尿j鴻昂電毯恕、イ電燈闘靡ゴ逝かキ、やて、塵蔑呼紺ち融1とこ呂欄苧な1芸と  

′暮す挙右如濾紙郷三野卓薮畳も：、廠   
巧鱒剛魁刹那礪撃墜け蠍離碑⑯班毎鱒撃墜瀕単車魔靭鍔宜雛・  
；ニ考最二義ずざ革、還射†う那凝、状艶ぬ数寄億鱒♭ぞ楷琴軒増で恕番。   

圃鱒繭感下に、虫鹿茸需晃尋遠か島まくわから馴㍉選者軋謡串鼻朝浅〟iこ磯を艶翠  

′る喝ど塾も㌔〟う瑚ま錮如であ番ふ  
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